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組合せ最適化問題の１つであるナップサック問題を，シミュレーティッドアニーリングを用い

てコンピュテーション・イン・メモリで解く場合，従来のエンコーディングはナップサック容量

が増えると，回路面積が線形的に大きくなるという問題がある[1]．そこで，ログ・エンコーディ

ングによる ReRAM コンピュテーション・イン・メモリを提案する(図 1)[2]．提案のログ・エンコ

ーディングは，従来のエンコーディングに比べ，アレイ面積が 97.6%縮小する(図 2)．ReRAM デ

バイスの非対称なエラー特性 (図 3) を考慮し，二次形式のハミルトニアンにおける QUBO 行列

の“0”を HRS に記憶すると，LRS に記憶するときに比べて，許容できるビット・エラー率 (BER)

が 10 倍，許容できるビット精度が 5 ビットまで向上する (図 4)． 
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図 2 提案のログ・エンコーディングと従来

のコーディングによるアレイ面積の比較 

図 3 ReRAM デバイスの書き換え回

数におけるビット・エラー率 (BER) 

図 1  提案のログ・エンコーディングによるハ

ミルトニアンおよび回路へのマッピング方法 

図 4  “0”を LRS に記憶した場合 (Case1) と，HRS に

記憶した場合 (Case2)の BER による成功確率の比較 
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